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デニーさんと進もう、辺野古新基地建設ストップの道 

  

辺野古埋め立て土砂採取地、拡大か 

鹿児島県内では、県下全域が調査の対象地に 
福岡・山口では下関が追加 

辺野古新基地建設のための、海を埋め立

てる岩ズリは、沖縄防衛局が 2013 年に出

した資料では、門司区(3 か所)と山口(2 か

所)の 5つの採石場に 740万㎥あるなって

いました(門司 510 万・防府 150 万・周南

80 万)。沖縄防衛局は門司・防府・周南を

合わせて「門司地域」とよんでいます。 

 今回の内容は、門司？ 防府 10万・周南

市・50万・下関市 100万で、山口の採取

場所は増えていますが、採取量は 230万

から 160万と減っています。 門司に至っ

ては？となっています。 

 以下の文章は、土砂全協顧問の北上田毅

さんのホームページから抜粋しました。 

 

この資料(裏面の資料)から、次のようなことが分かる。 

１．沖縄県内では、従来の本部、国頭地区だけではなく、南部の糸満を含め

て採取地・採取量を増やそうとしている。 

２．沖縄から近い奄美大島でも採取地が増やされ、採取量も当初の計画の 

２倍近くになるようだ。 

３．特に鹿児島県内では、県下全域に調査の対象地を大幅に増やしており、

各地で大量の土砂が採取されるおそれがある。 

４．他にも、従来にはなかった下関市や小豆島土庄町、そして宮崎県、佐賀

県等での採取も調査の対象地となっている。 

５．以上、辺野古への土砂採取地は、当初、防衛局が示した７地区だけでは

なく、西日本各地に広がる可能性が強い。 

 

しかしこのような採取地の変更は勝手にはできない。埋立承認願書添付

の土砂に関する図書の変更であるから、埋立承認の際の留意事項に基づ

き、知事の承認が必要である。 (裏ページに続く) 
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(前ページから) 

また、県外からの埋立土砂搬入は、アルゼンチンアリやセアカゴケグモ等の特定外来生物の侵入

を阻止するための沖縄県土砂条例の対象となる。90日以前に知事に届出書を提出し、県が現地

に立入調査を行う。そこで特定外来生物が見つかれば、知事は防除策を勧告するが、土砂の場合

は石材のように洗浄という方法を取ることができず、駆除策はない。そのため、知事は搬入の中止

を勧告することとなり、特定外来生物が見つかった採石場からの土砂の搬送はできなくなる。今回

の土砂採取地の調査対象の大幅な拡大は、土砂条例に対応するために、採取候補地を少しでも増

やそうとしているのかもしれない。 

 また、埋立願書の土砂に関する図書では、当初に予定していた７地区の搬出地では、岩ズリのス

トック量は 2500万㎥だったが（H20年度調査）、H25年度ではそのうちの３ヵ所が閉山となり、

H26年度の７地区のストック量も 2011万㎥に減少している。そのために新たな採取候補地を増

やそうとしているのだろう。  ≪北上田さんの「チョイさんの沖縄日記」から抜粋≫ 

 

（注）下の表の数字は、ストック量を示している。この「ストック量」と「年間出荷可能量」との関係はよく分からない。 

 

  

 

 

DVD上映会｢ドローンの眼｣ 
11月 2日(土)10時から  

●詳しいことは、同封のチラシをご覧ください。 

●当日の資料にチラシ折り込みご希望の方は、事前にお知らせいただき、当日 9

時の資料セット開始に合うようチラシ 100枚をご持参ください。 


